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秋田大学鉱山学部同窓会
秋田大学工学資源学部



秋田大学工学資源学部は，明治44年(1911年）に秋田鉱山専門学校として新入生を
迎えて以来，平成23年(2011年）に創立100周年を迎えることになります。
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平成１８年度北光会総会のご案内
会風各位

平成18年４月吉''

化光会会長菊地芳川

ノＭ２度の北光会通常総会を「記の辿り開$催いたしますので、〃隙お繰り合わせの上ご出席
下さいますようご案内11'し｣1げます。

記

日時、Mil8年６)jlOl1(-'二）

会場キャンパスバイノベーションセンター（地ｌｌｘｌ参Ⅱ<<）
＃Uj(都港区芝iili3-3-6TELFAXO3-544I-4530

通常総会時間１４：００～１５：４５

会場Ｉｌｆｌ際会識粉

議題（１）役１１選{'１の件

（２）平成17ｲﾄﾞ度会務および事業報告の件
（３）韮金の使)Ｗについて

（４）平成17年度決算報ｆｌｆの件
（５）、「成18年度予算案辨議の件
（６）定款の攻ｌＩｉについて

（７）学部jnll立1()O1iMｲ|亘,iLl念ﾘｲ業の件
（８）平成19年版会員緒簿作成の件

（９）その他

（１０）感謝状・顕彰状授Ｉｊ式

譜演会時間１５：４５～１６：３０

会場lrl際会議陽

講演者秋[H大学塙答教授・北光会副会長ｌｌｌｌｌＩ悦郎氏（機械Ｓ33）

濱題「エネルギーから見た１１本のこれから」
－￣￣－－－－--￣￣－－－－－－－－-----－￣￣-－－－-－－－￣￣－－-－－－－－￣■--￣￣￣￣－－￣￣

懇親会時間１６：３０～１８：()０

会場「ニュートーキヨール|(ﾙ(梛港区芝5-34-7111111Jセンタービル3Ｆ

会賛8,00011（､l1Il受付で｢|'し受けます） TELO3-5232-5896
-－－－－戸一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－－－￣＝－－－－－－－－ミー￣＝￣￣－－－－－－－－--－－－－－－

総会・講演会。懇親会にUWirされる方は，５月31日（必着）までに｢北光｣第134号に同封

のハガキ，FAX，または電話，メールでおり]し込

み「さい。なお，柿|'|については、各１#｜お手''１id

l､~さい。

お問い合わせは下記まで。

◎北)七会東京支部ﾘﾄﾞ務局
，|､冊臓壽ノミ（MS35）
ＴＥＬＦＡＸＯ３５４４１－４５３０

Ｅ－ｍａｉ]:hokkokai-t()kyo＠hokk()kaiJp
◎北光会事務lid（本部）

ＴＥＬＦＡＸＯｌ８－８３５－９８２２ＴＥＬＯl8-889-2317

E-nlail:inloG【)ｈ()kkokai､com

◇キャンパス･イノベーションセンター周辺マップ
祁制＝HlIIiI･洩蔵線

誕目狐班至日l上谷lIR
至議職。．。．.。。。。.。。。.・・・・痘冒繭1........重熟騒

ﾆﾕｰﾄ〒ｷﾖｰﾚ圏LJM手醗童鏑,“
'一ﾛｰ色ボー，ＪＲ田町駅｜＝＝：

￣-－二．
戸一，１１ＩＦ￣,｜|ニーーー；至茄隅賊

wij里慕＝

蓬三[１房UTF 沢

霊棡浜駅

キヤンノ

伍冠15】
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平成１８年度北光会北海道支部総会のご案内
'１時：

場所：
会ｉｌＹ：
連絡先Ｉ

､|玩成18ｲ１２５）」１３１１（ｆ）１７：００－

ホテルポールスターイ:LＩＩｉｉＬ（札!'ﾘiIIrII1央区化４条ｌｌｌｉ６ＪＩＩ）ＴＥＬＯｌｌ－２４１－９１１１

７．０００|｢'］（〕'111）＊会此の皆様の参加をお待ちしています。
北海道文ﾊﾟﾙＩｊｆ務ﾊﾟ。ｌﾉLilll祥雄（ＥＳ34）

ＴＥＬ・ＦＡＸＯＩｌ－３８６－()185.EmaiI:nisi-hokk＠rio､odn・nｃｊｐ

平成1ｓ年度北光会秋田支部総会のご案内
今ｲ1：|奨も恒例の標,弘総会を１，記のとおＩ）ljM催いたしますが，この度は北允会副会長であります

''１１ルト'１Ji､f教授のii,蝋Ｈｉも-]夢定しておりますので，おﾉﾉ:いお誘い合わせの｣二一人でも多くl11Ili1iされま
すようご案|人Iいたします。

日時：j1z成｣8イド５)]２０[Ｉ（上）１３：３０より
会」;ル：秋田キヤッスルホテルＯ1８－８３４－１１４１（代）
l］fIl1：１．総会１３：３０～１４：２〔）

（１）、F成17ｲlz度,ｌｌ堆繩告
（2ルド成17年度１１'栄・決蝉報iIr
（３）、ﾄﾞ成18年度,}「業・予算（案）

２．記念,祇滅１４：３０～１５：２０

減越：「エネルギーと人頬の未来」
ｉ識l111j：秋lil人'j当辮i需教授’'''11悦lXlH光雄（ＭＳ３３卒）

３．懇親会１５：３０～１７：３０会我５．０００円（’'111受付にて）
※準i1Iliの都合上IlI1AFのおIllし込みは５１］1５１１（)}）までに北光会辮務1房iにお願い致します。
ＴＥＬ＆ＦＡＸＯｌ８－８３５－９８２２E-mamiI1[o②ｈｏｋｋ()kai・com

平成1ｓ年度北光会東海北陸支部総会のご案内
ＲｌＭｊ農：平成18ｲ1：５月２７１１（１頁）１６時より

場所：チサングランドホテル（大炳IIjl;('１１｢1-13）ＴＥＬＯ５８４－８１－Ｏ１１１
ＪＲ・近鉄大垣駅I櫛１１よりイ｢ﾉﾊﾟﾘ徒歩3分

会我：８，０００１'］（､ﾄﾞ成１４ｲ１４以降卒業生＆女性は6,0()()|Ⅱ）
連絡先：北光会來海北陸文i1fMi:務同

岡崎市能jmL通り１－５(〕シヤトレー賑｣に化602安西|賛恭TEL/ＦＡＸ〔)564-26-0871
申し込み締切り５jｊｌ９１ｉ（金）まで

平成1ｓ年度北光会九州支部総会のご案内
平成18年６A12411（’三）１２時～13時理ｉｌｉ会13時～16時支部総会，懇親会
福岡ガーデンパレス福岡.Iijiliｿとは天ﾈIﾙ１－８－１５ＴＥＬＯ９２－７１３－１１１２
８,OOOlIl

北光会ﾉL州文祁Ｔ１ｉ瀧川瀬ﾉｲｲ,『/ｆ
ＴＥＬＯ９２-.175-8820（福岡水道i没計内）・O90-37378-l379

E１１１＃：

場）i1r：

会ｌＨｆＩ
連絡先Ｉ

平成１８年度北光会関西支部総会のご案内
１－１１lザ：平成１８ｲ１２７ノｊ８１１（｣二）仏!：()O～１８：３(）

場）ﾘ「：トーコーシテイホテル梅I{｜上限11J北|Ｘ:1打森ｌＩ１Ｊ１－３－ｌ９
地下鉄芥111Ｊ・堺筋級１打森l{１J駅下llf2けｌｌＩｌ１兵l1徒歩1分．髄話O6-6363-l201

通常総会：①総会（１４：００～１５：００）
②識沈会（１５：００～１６：００）

演題（仮腿）「ｌ:"j42盗源学祁のこれからと北)Yi会へのlUj侍」
秋111人`\:工顎資源！,〕とjill長ＩＩｉ付昇氏（ＥＳ42）

③懇桃会（１６：15～１８：15）
会ｆ除7.00011」（新入会11は不要）
連絡先：北光会|)MlJW文部ﾘﾄﾞ勝ハサ鈴木邦彦：大|ｿ)､1丁大正区ｲﾙ'１１１１－４－３ヤマキウ(株)1ﾉﾘ

趣パル06-6552-7'120．Ｆａｘ：(〕６－６５５２－７４２１

関１１W支部長イi1l11I1i次：Ｅｍ&'11:kishikawdl(Flmsj・biglobene.』ｐ
※尚、総会開催前にl1l1lIi会を開ｉｌｌｉいたしますので、理事の〃は13:00までに集合して下さいｃ

北光134(2006）



"北光会事務局長就任にあたって，，
菅井幹夫（FS40）

また，平成17年４月に制定された個人情報保

護法により，北光会の活動が以前に比べて制限

され，支部活動やクラス会などへの情報提供な

どに不便や余分な手数をお掛けしております。

同窓会にとって，会員相互の連絡や．情報交換は

とても重要なことであり，それをサポートする

ことが同窓会の役割であります。一方で，情報

化社会となった今日ゆえに，会員の個人'情報を

きちんと守ることも同窓会の使命であります。

両方を調整して会員の皆様にご迷惑が掛からな

いようにしながら，活動しなければなりません。

そのため，あらかじめ皆様に同意を求めること

がありますので，その節はご協力をお願いした

いと存じます。

これまで準備委員会で進められておりました

創立100周年の記念事業が，いよいよ具体的に

スタート致します。大学は勿論ですが，北光会

でもこれに全面的に協力し，成功させることが

最大の課題です。この重要な時期に，事務局長

という大役を頂きましたので，私なりに精一杯

努力するつもりです。それには会員の皆様の絶

大なご協力とご指導を頂かなければ出来ませ

ん。幸い，森前会長も健康を回復されて昨年の

総会に出席されました。どうぞよろしく，お願

い申し上げます。

私は昭和36年に鉱山学部燃料化学科に入学し

ました。丁度その年の１０月に創立50周年記念が

行われ，全国から集まった多くの卒業生の数と，

大部分の卒業生が給料の１ヶ月分を寄付し募金

に応じたと聞き，鉱山学部の伝統と北光会の大

きな存在を知り，驚いたことを覚えております。

そのお蔭で世界に誇れる鉱業博物館が工学資源

学部の附属施設として現在も存在しています。

今度の100周年の記念事業の一つに，鉱業博物

館の拡充・整備が含まれております。これは５０

周年のときの意志を引継いで，北光会の伝統を

未来に向けて更に発展させるものと思います。

北光会で総力を挙げて，この100周年記念事

業に取組みたいと思っております。よろしくご

支援の程，お願い申し上げます。

この度，丸山孝彦先生

の後を継いで事務局長を

仰せつかりました。

これまで平成15年度と

16年度の２年間事務局の

庶務を担当致しました。

１年目は森泰前会長，菅

原拓男事務局長の時でし

た。森前会長が任期の途中でご病気になられた

ため，２年目は後を引き継がれた菊地芳朗現会

長と丸山事務局長に変りました。この２年間を

含めて，最近の北光会の運営や活動に著しい変

化があったと感じています。

それは大学の独立法人化とも関係していま

す。法人化によって大学の運営形態が変わり，

同窓会の存在が益々重要となりました。菊地会

長が秋田大学の経営協議会委員として参画さ

れ，現在も続けておられます。また，東京に秋

田大学東京サテライトが開設されました。そこ

では工学資源学部東京セミナーが北光会東京支

部の協力のもとでほぼ毎月実施されています。

平成17年８月には関西セミナーも開催されてい

ます。そのほか１０月に開催される大学のオープ

ンキャンパスで展示や実演で努力した各学科の

研究室に北光会より「頑張ったで賞」を授与し

ています。そして大学のJＡＢＥＥ（日本技術者

教育認定機櫛）認定に際しては，外部評価に卒

業生が多大な協力を行っています。

北光会の運営方法も新しくなりました。通常

の事業に関しては，事務局長，庶務担当，会計

担当，インターネット担当の各理事，および編

集委員長による定例事務局会議を月に１回開催

しております。菊地会長が経営協議会のために

大学に来られる機会を利用して，会長と秋田在

住の副会長２名を含めた拡大事務局会議を毎月

開催し，事業計画や北光会の運営について意思

の疎通をはかっています。さらに支部長会議に

より重要議題や支部関連の内容について審議を

行い，各支部の意見を北光会の運営に直接反映

させられるようになりました。

北光134(2006）－２－
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会長便レノ
■F￣ツー１日ローUD-qF￣嚇一■U-HII￣UUII-

"新正会員を迎えて，，
－資源と技術者一

菊地芳朗（GS34）

今年の冬は例年にない大雪でした。私も経営

協議会などで，秋から毎月のように秋田に行き

ましたが雪の多いのには驚きました。雪害に遭

われた皆様にはお見舞い申し上げます。

さて，創立100周年記念事業ですが，記念会

設立準備委員会が出来まして，現在検討中です。

本号に川上前学部長が準備委員会のことを述べ

ておりますので，ここでは詳しく申しませんが，

６月の総会の議を得て７月から募金活動に入り

ます。会員智様方のご協力をお願いいたします。

３月13日の産経新聞を見て考えさせられまし

た。それは同紙の「列島深化論」の欄に「朱鷺

の図柄をあしらったチラシに「日本の絶滅危倶

種，フナノリを守ろう」と訴える』と云う全日

本海員組合に関した記事のことであります。こ

れはタンカーや貨物船など外航船の日本人船員

が昭和49年の約５万７千人をピークに，平成１６

年には約３千人に激減し，人件費の安い外国人

に変わった。この様な状態で，国際情勢の変化

に見舞われたら，どうするのか。船員を一人前

にするに１０年かかる，と云うのです。

これを見て，私はわが国の鉱山技術者のこと

を考えました。日本の鉱山技術者はどうなって

おりますか，と良く聞かれる事があります。私

達の学部は秋田鉱山専門学校から始まって，近

く創立１００周年を迎えます。その間多くの技術

者，特に鉱山技術者を輩出してわが国の鉱工業

を支えてきました。これが学部の誇りでもあり

ました。しかし，現状はどうでしょうか。わが

国の鉱山技術者も朱鷺と同じく絶滅危倶種にな

って行くのでしょうか。これは学部だけの問題

ではなく，わが国の地下資源産業の問題でもあ

ります。

こんな事を考えたためか，３月22日の卒業式

後にありました新正会員歓迎会の挨拶で次のよ

うな事を述べました。今回は，その挨拶の一部

を掲載しまして「会長便り」といたします。

最近新聞紙上を賑わしているものに姉歯元建

築士の偽装問題と堀江貴文容疑者によるライブ

ドア問題があります。姉歯問題は技術者として

の倫理の問題で，これをどうすれば良いかは，

皆様が良くご存じのことと思います。一方のラ

イブドア問題の方ですが，この問題の底には拝

金主義と云いますか，金銭至上主義と云います

か金儲けのためには何をしても良いという風潮

があるように見受けられます。

この問題が起きたとき，私は日本の資源とい

うものを考えました。資源とは何か，私達はす

ぐ地下資源を考えるのですが，食料資源や森林

資源等多くの資源があります。日本はこれら資

源の多くを外国から輸入しております。

資源のほとんどは，自然界に直ぐ使えるよう

な状態であるものではありません。私達の手に

入るまでには，どこかで額に汗して頑張ってい

る多くの人々がおられると云う事です。

日本には自分たちで開発する，と云う事より

も買ってくれば良いという風潮があるように見

えます。石油等の地下資源は効率よく使用して

おりますが，食糧資源はどうでしょうか。日本

の食糧自給率はカロリーベースで40％と云われ

ております。６０％を輸入に頼っているのですが，

捨てる食料･も多く，家庭では８～９％，結婚披

露宴では25％，宴会では１６％と云われておりま

す。コンビニの弁当の年間売上高は1兆円，年

間に破棄する弁当は2,000億円と云われており

ます。世界では食糧難で困っている人々が沢山
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おられます。「もったいない」ことです。この

ような事をして，資源は買ってくれば良いと云

う考え方は，どうも根底にライブドアと同じよ

うな拝金主義があるように見えて仕様がありま

せん。

皆さんが学校で勉強したことは，額に汗して

頑張る技術であったと思います。社会に出てか

ら技術者として活躍しやすいようにＪＡＢＥＥ

(日本技術者教育認定機構）認定の取得なども

そのためと思うのです。これから社会に出て行

く皆様には，この事を良く考えていただきたい

と思うのです。

私達の学部は秋田鉱山専門学校，秋田大学鉱

山学部そして工学資源学部と数えて，2011年に

創立１００周年を迎えます。その間，多くの技術

者を世に送り出し，わが国の産業界を支えてき

ました。学部の誇りでもあります。

皆さんには，この100年の伝統ある学部を誇

りとして，自信を持って前に進んでいただきた

いと.思います。

次に北光会の事ですが，北光会は学部の支援

を行っております。大学の法人化に伴い学部の

将来がどうなるのか，色々課題もあります。そ

のための支援です。更に大きな事は，先に申し

ました創立１００周年の事です。私が卒業したの

は昭和34年でした。卒業して直ぐ創立50周年が

ありました。その記念に鉱業博物館を建設いた

しました。日本では唯一の鉱業博物館です。卒

業してからの学校は建物が変わり，先生方も替

わり，そして学校の名前まで変わりました。い

ま心のより所となっているのは鉱業博物館だけ

かも知れません。

これから創立１００周年の記念事業を行います。

北光会は，これを全面的に協力していきます。

そして何十年か後に皆さんの心に残るようなも

のにしたいと思っております。皆様方のご協力

をお願いいたします。

北光会は，北は北海道から南は九州まで九つ

の支部があります。皆様はこれからその支部の

一員となられます。各支部では色々な行事を行

っております。そして若いフレッシュな皆様方

の参加をお待ちしております。そして何時でも

いろんな事に相談に乗ってくれる先輩がおりま

す。最近の若い方達は遠慮気味ですが，各支部

を回って若い方々の意見を聞いてみますと参加

して良かったと云う声を聞いております。どう

か各支部の活動に参加され，北光会の活性化に

ご協力をお願いいたします。

これからの皆様のご活躍を祈念いたしまして

お祝いのご挨拶といたします。

本日はおめでとう御座いました。

北光会は皆様の会費で維持されております。

鰍／
’422ツ
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